
 

 

 

 

 

 

 

３年ぶり ２００億円を下回る 
     決算ベースの策定と財政健全化の取組みで歳出をスリム化 

 

一人あたりの納税額は減少傾向ですが、納

税義務者は増加を見込み 6,227 万円増。固定資産

税は、土地は下落傾向ですが新築家屋の増加を見

込み 2,535 万円増。消費税引き上げによる増収分

は、約４億3千万円の見込み。市債(借金)は、前年

度比 18 億 8,432 万円と大きく減少し、自主財源

の割合が57.4％(H30度/53.1％)と改善してます。 

普通建設事業費が 17 億 6,589 万円減、小

中学校エアコンの保守・光熱水費約3,200万円増。 

大型建設事業の借金返済のため公債費

は増加傾向。総人口ピークは来年度の見込みです

が、すでに児童生徒は減少に転じています。計画

的な事業運営、財源確保は継続の課題と考えます。 

市税収入は微増の見込み 

 

2019 年度 

一般会計予算案 

197 億211 万円 

 

可決 
 

「白井は財政が厳しいんだってね」

との不安の声を市民から聞くように

なりましたが、漠然とした不安感に

留まっている方が多いようです。 

わかりやすい情報提供に努めて新年

度予算のポイントをお伝えします。 

 

注目2 主な事業 

●施設よりも中身が大事。PFI 方式給

食センターのチェック機能は大丈夫？ 
 
小田川 専門家のいない運営委員会で、チェック

機能は十分なんですか？ 

教育部局 要求水準表に合致しているか、市が事

業者と一緒に専門的な見地からモニタリング

を行い、年度末に結果を報告します。運営委員

会が改めてモニタリングしません。 
 

コメント モニタリング結果は、専門的すぎて

わかりづらいです。給食の満足度を市民目線・子

ども目線で確認し、意見できることが必要です。

除去食のみで本当にアレルギー食の対応は十分

なのか、PFI方式になり給食の質は落ちてないか、

施設完成に安心せず、今後も注視していきます。 

●補助教員等の採用数減。支援体制は大丈夫？ 
 
小田川 支援学級の児童生徒数に大きな変化はなく、介助員

23 人の予算組みに対して、実際の配置が 22 人の理由は？ 

教育部局 実態に合わせて、現在 22 人で考えています。50

時間位の欠員補充分を、別に確保しています。 

小田川 （当初予算では）補助教員全体の配置・時間数、巡

回指導も減らしています。児童生徒、担任への影響はなく、

生活・学習環境を整えて取り組んでいけるのですか。 

教育部局 困らないように、最善の努力をしていきます。 
 

コメント 財政健全化の取り組みのひとつに「学校補助教員

等の採用数の見直し」があり、新年度は少人数指導補助教員

を削減します（前年度実績 2 名→0 名）。読書活動推進補助

教員がフォローするとの説明でしたが、学習の習熟度や支援

を必要とする子が孤立しないか等、校内での支援体制に疑問

が残ります。今後も、しっかり見ていきたいと思います。       

 

コメント 

■ 当初予算案の概要は「広報しろい3/15号」で発表  ■「市議会の議会だより」は6/1発行予定 

 

 教育福祉常任委員会 

 

注目3 

注目1 

●地域防災計画を見直します 

●学童保育所での受け入れが朝7時半～ 

になります（学校休業日の開所日で事前登録制） 

●子育てスタート応援事業が充実します 
（専属の専門職を窓口配置する等、妊娠期から子育て

期にわたり、切れ目なく支援できる体制を整備） 

●子ども医療費の所得制限を廃止します 
（本年 8 月診療分から対象） 

●七次台中のトイレと白井中の柔・剣道 

場の吊り天井を改修します 

 

コメント 

歳出 

コメント 

歳入 ～広報しろい掲載以外を一部紹介 

 


